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北大水産業報
40(4)， 307-312. 1989. 

北海道倶多楽湖のヒメマス Oncorhynch凶即時α

(Wa1baum)の体長と鱗相について

石井清彦$・飯田浩二“・向井 徹"

Notes on Body Len~th and Growth of Scales on the Kokanee 

Salmon， Oncorhynchu8 即時α(Walbaum)，
in Lake Kuttara， Hokkaido 

Kiyohiko ISHn*， Kohji IIDA * * 

and Tohru MUKAI* * 

Abstract 

The examinaもionof Kokanee salmon， 01即 時 抑chusnerka (Walbaum)， in Lake Ku悦ぽa，
Hokkaido， which h踊 beencarried ouもsince1979 w回 againcarried out in summer (la旬
Augusも)ωdautumn (early November) of 1988. 

The scaled body length of Kokan田 salmoncaught in autumn， 1988， showed a mean 
decrease 61.7 mm ∞mpared with the salmon caught in 1987 against our exp田ぬもion. The 
resul七sof the age determina七ionby sωle revealed出品 theもwoyear old group comprised 
62.8% in autumn and 77.1% in summer. The number of circuli and scale incremen七
indica七edthat幽 withも，hebody length七，hemaximum increase occured betw田 n1986-1987 

北海道の倶多楽湖に棲息しているヒメマス onω hynchusnerkaの 1976-1987年における被鱗

体長の経年変化と鱗相については，すでに報告した1) が， 1988年も 1987年に引き続き標本採集と

鱗相の解析を行った。その結果，秋期における採集個体の平均被鱗体長は前年同時期より 61.7mm 

小さい 189.9mmであった。また，年齢構成は 2年魚が主群をなし， 5年魚が主群だった前年とは

大きく異なることが判明したので，その結果を報告する。

材料と方法

1988年 8月26-30日(夏期)と同年 11月2-5日(秋期)に刺し網を用いて，それぞれ 85，64

個体を捕獲した。使用した刺し網は，その網目選択性の影響を避けるため，公比 14%の調査用流

し網4.5)に近い， 目合が 19，25， 33， 38， 42， 48， 56 mmの7種類の網各 1反で構成された。

捕獲した個体のうち，夏期の全個体と秋期の 45個体について背鰭後端と側線との中間位から採

鱗を行った。採鱗個体は，秋期のブナ化した 3個体以外は全て銀白化したものであった。

鱗は 3%可性ソーダ溶液に約 10分間漬けて汚物を除去した後水洗し，その顕徴鏡写真から隆起
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線数と休止帯間長 (mm)を黒萩・佐々木2)の方法により測定した.年齢の表示は休止帯の形成が

秋期から春期の体成長の停滞期に形成される3)ものとし， (休止帯数+1)で示した。

魚体測定は全長，被鱗体長，尾叉長及び体重について行ったが，生殖線の目視観測によって雌

雄の判別が可能であったものは秋期の 29個体にすぎなかった。

結 果

石井・飯田1)の 1976年から 1987年までの秋期に採捕されたヒメマスの平均被鱗体長に 1988年

の秋期の分を付加してみると(図 1)，前年よりかなり小さな値になっている。夏期 51個体 (A)，

秋期 64個体 (B)について，それぞれ雌維の資料を一括した被鱗体長による体長組成(図 2)は，

夏期が範囲 108-288mm，平均 174.8mm，秋期では，範囲 98-300mm，平均は 189.9mmであっ

た。秋期では，前年同時期より平均で 61.7mm小さい値になっている。また体長のばらつきが大

きいのは刺し網の目合が 19-56mmまでの 7種類を使用したためである。

夏期に捕獲した 85個体のうち，鱗により年齢が判明したものは 83個体で，その組成は， 2年魚

64個体， 3年魚 14個体， 4年魚 2個体， 5年魚 1個体， 6年魚O個体， 7年魚 2個体であって， 2 

年魚(図 3)が最も多く 77.1%を占めた。一方，秋期の資料では，採鱗した 45個体のうち，年齢

が判別したものはブナ化した 3個体を含め 43個体で，その組成は 1年魚4個体， 2年魚 27個体，

3年魚6個体， 4年魚O個体， 5年魚 3個体， 6年魚 3個体であり，夏期と同様2年魚が最も多く
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Fig. 1. Mean scaled body length from laωOcもober旬 earlyNovember， 1976ω1988. 
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石井ら 北海道倶多楽湖のヒメマスの体長と鱗相について
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Fig. 2. Frequency distribution of scaled body length 
A: 51 Kokanee sal皿oncaught in la胎 August，1988 
B: 64 Kokanee salmon caughもinearly Nove皿ber，1988 

Fig. 3. Scale of Kokanee salmon in 2 year 
olds. x30 
Ro -R， : Scale increased in 0-1 year 
olds 
Mo -M， : N umber of circuli for田 edin 0 
I year olds 

62.8%を占めた。またプナ化した 3個体は 5年魚が 2個体と 6年魚、が l個体で全て雌であった。

また，夏秋の資料を合わせた 91個体の鱗半径 (Ymm二九+R，十ー +RN) と被鱗体長 (Xmm)

の関係を調べたところ，回帰直線 (図 的 は Y=0.OO70X -0.169，相関係数 r=0.955となり，両者

の聞には高い有意正相関が認められた (ら=30.38，df=89， Pく0.01)。隆起線数 (Y=Mo+M，+ 

・0・+MN) と被鱗体長 (Xmm)の関係では，回帰直線 (図 5)は Y=0.2651X-12.805，相関係数

r=0.947となり ，同様に高い有意、正相関を示した (t， =27.73， df=89， Pく0.01)。

秋期のプナ化した 3個体を除く 40個体の鱗相から年齢別の平均隆起線数と平均休止帯間長の

平均値をみると (表 1)，1986-1987年 (M"R，)にそれぞれ 19.7本と 0.64m皿 となり最大値を示

した。このこ とはL、ずれの発生年級群においても 1986-1987年における鱗の成長が良好であった

ことを示している。
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Fig. 4. Relative growth relationship of scaled body length and scale radius of Kok岨 eesalmon 
caught in Lake Ku悦arain 1988. 
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Fig.5. Relaもivegrowth relationship of scaled body length and number of scale circuli of 
Kokanee salmon caught in Lake Ku悦arain 1988. 

察

1985年以後増大を続けてきた倶多楽湖の秋期におけるヒメマスの平均被鱗体長は， 1988年には

前年に比べ 61.7mmも小さい 189.9mm~，こ減少した。そこで，ヒメマスの年齢組成を調べた結果，

夏・秋いずれの期でも 2年魚が卓越しそれぞれ 77.1%及び 62.8%を占めた。 1988年における体
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Me描 urementdata for e唱chindividual Kokanee salmon caught in Lake Kuttara in early November， 1988. 

Year Number of circuli at each age Scale increment at each age (mm) 

cl踊渇
N 

M。 M， M2 M， M. Ms R。 R， R2 R， R. Rs 

1987 4 主=15.3 主=0.53
(14-16) (.50-.54) 

1986 27 主=13.0 孟=18.9 主=.39 主=.61
(6-18) (12-25) (.15-.60) (.35-.83) 

1985 6 主=4.7 主=26.7 主=10.0 主=.09 主=.87 主=.32
(3-7) (25-29) 6-15) (.03-.14) (.77-1.00) (.20-.52) 

1983 主=17 主=8 主=15 主=8 主=7 主=.55 孟=.18 主=.33 主=.17 主=.18

1982 2 主=6 孟=15 孟=9 主=11 主=9 主=12 主=.17 主=.50 主=.20 主=.20 主=.17 主=.34
(5&7) (12&18) (9&9) (9&13) (8&10) (9&15) (.10&.23) (.42&.57) (.18&.22) (.09&.30) (.15&.18) (.24&.43) 

Table 1. 
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N: Number of fish田
M. -Ms: N umber of circuli formed in 0-5 years old 
( ): Range 
主 Mean
R. -Rs: Scale increased in 0-5 years old 

.17 .19 .29 .64 .35 12.0 8.3 10.0 10.3 19.7 11.8 ωもalMean of 
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長の減少は，小型の 2年魚が主群をなしたためと考えられる。

1987年の秋期の調査1)では，年齢を査定した 49個体中 5年魚が最も多く 24個体 (49.0%)を

占め，次いで 3年魚の 12個体 (24.5%)であった。死亡率が年齢でほぼ一定であるならば， 1988年

には 6年魚と 4年魚が主群になることが予測される。しかし，これらの出現比率はそれぞれ 7%及

び0%であった。したがって，これらの年級群の大多数の個体は 1987年中に産卵した後死亡した

と考えるのが妥当であろう。なお， 1987年及び 1988年の秋期 (10月下旬から 11月上旬)の調査

期間中に，浅瀬で産卵行動をしているヒメマスを目視観察しているので，この時期が倶多楽湖の

ヒメマスの産卵期と推察される。

鱗半径及び隆起線数と被鱗体長の聞には高い正相関が認められた(図 4，5)。すなわち，鱗を調

べることにより年齢以外に過去の年の体成長の良否を知ることができる。

1988年秋期に採捕したヒメマスの鱗を調べた結果， 1986-1987年の成長は最大を示したことか

ら，この時期での体成長もまた良好であったと考えられる。
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